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Tibetan sKobsteng dialect is one of Khams Tibetan, spoken in Gedeng hamlet, Haini
subvillage, Tacheng Town, Weixi County, Diqing Prefecture, Yunnan. It belongs to the
Melung subgroup of the Sems-kyi-nyila dialect group. This article analyses phonetic and
dialectal characteristics of the sKobsteng dialect. This dialect is characterised with the
existence of the phonemes such as an aspirated uvular plosive /qh/, a retroflex contrast
between plosives /úh, ú, ã/ and affricates /úùh, úù, ãü/, retroflex vowels such as /e~, E~, A~,
@~, 0~/ and a pharyngealised vowel /aQ/. At the end of this article, a wordlist (ca. 1100
words) of sKobsteng Tibetan is provided.
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1. はじめに
本稿では，雲南省迪慶 [bDe-chen]1藏族自治州維西 [’Ba’-lung] 僳傈族自治県塔
城 [mTha’-chu]鎮海尼行政村格登 [sKobs-steng]自然村で話されるカムチベット語
sKobsteng（格登）方言の音声分析を行い，それに基づき方言上の特徴づけを行う。
鈴木博之, 2014. 「カムチベット語塔城・格登 [sKobsteng]方言の音声分析」. 『アジア・アフリカの言語と言
語学』 8: 123–161. [Permanent URL: http://hdl.handle.net/10108/75672]
1 チベットの地名など固有名詞で漢字で音写されているものには，[ ]内にチベット文語形式（蔵文）を添える。
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末尾に語彙リスト（約 1100項目）を付す。
1.1. 迪慶州のチベット語方言
雲南省迪慶藏族自治州は，カムチベット語分布地域の最南端を占めると同時に
チベット語が分布する地域の東南角にあたる。この地域はチベット語を母語とす
るチベット族以外にも，納西族や僳傈族など他の少数民族が居住し，多くの少数言
語が話されている。筆者の分類（鈴木 (2012c)が最新の見解）に基づけば，迪慶州
のカムチベット語は大きく２つの方言群に分けることができ，Sems-kyi-nyila（香
格里拉）方言群と sDerong-nJol（得榮・徳欽）方言群がある。このうち，本稿で扱
う迪慶州維西県塔城鎮海尼行政村格登自然村で話される sKobsteng 方言は，前者
に属している。雲南省迪慶州内に分布する Sems-kyi-nyila 方言群の下位分類は以
下のようになる2。
表１：迪慶州内に分布する Sems-kyi-nyila 方言群の下位分類
方言区分 下位方言区分 所属方言例（迪慶州内に限る）
Sems-kyi-nyila
rGyalthang
rGyalthang [建塘], rGyalbde [吉迪],
香格里拉 Yangthang [小中甸], sKadgrag [格咱]
雲嶺山脈東部
Nyishe [尼西], Byagzhol [霞若],
Qidzong [其宗], mBacug [巴珠]
Melung mThachu [塔城], Zhollam [勺洛]
Phuri Phuri [普上]
Lamdo Lamdo [浪都]
以上の中で，sKobsteng 方言は Melung 下位方言群に属する。この下位方言群
は，音声面において他の下位方言群と大きな異なりがある。これまでのMelung下
位方言群に属する方言の記述研究では，維西県永春郷で話される Melung 方言を
扱う鈴木，ツェリ・ツォモ (2007)，同県塔城鎮柯那 [’Khor-lo] 行政村で話される
mThachu/nKhorlo方言を扱う鈴木 (2010c)，同県攀天閣郷嘎嘎塘行政村勺洛自然村
で話される Zhollam 方言を扱う鈴木 (2011ab) などがある。また，Melung 下位方
言群の諸方言を複数取り上げたものに Suzuki (2011)や鈴木 (forthcoming)がある。
1.2. sKobsteng方言の言語環境
sKobsteng方言には他のMelung下位方言群の諸方言と比べ，次のような注目す
べき事情がある。まず，sKobsteng方言の分布地域は他のチベット語方言からマリ
マサ（瑪麗瑪薩）語3によって隔てられて孤島になっている。次に，同方言の話者
が基本的に母語（sKobsteng方言），マリマサ語，維西漢語を含む３つ以上の言語
2 所属方言例の項目には，方言名とそれに対応する漢語の地名を添えている。
3 マリマサ語はナシ（納西）語の方言と言われることがあるが，大きな問題を抱えている。従来のナシ語方言研
究では東部方言群と西部方言群に分けられることが多いが，前者をモソ語（群）と呼んで分離し後者を狭義の
ナシ語と理解する見解が提出され，「ナシ語」の定義が一義的でない点がある。一方，マリマサ語はその使用
者の歴史から，東部方言群すなわちモソ語（群）のメンバーであるといわれる。この点について，歴史的関連
に関する決定的な証拠はいまだ提出されていない。いずれにしても，マリマサ語はチベット語とは異なる語
支に属している。なお，マリマサ語には２つの変種があり，汝可村の方言と海尼村の方言に分かれる。
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を操る多言語使用者であって，かつ地域の共通語がマリマサ語である。いずれも
他のチベット語方言には見られない特徴的なものである。
呉光范 (2009:510)によると，格登村はチベット族の村であると記述されている
が，実際はチベット族でありながらマリマサ語を母語とするチベット族も多い。
というのも，マリマサ語話者は民族識別の際に独立した民族とされず，基本的に
はナシ族を選択したが，村落に異なる多数派の民族がいる場合はその民族に合わ
せて登録した経緯があるという。チベット語を母語とするチベット族の多い地域
のマリマサ語母語話者は自らの民族としてチベット族を選択し，リス語を母語と
するリス族の多い地域のマリマサ語母語話者はリス族を選択したといった具合で
ある。ゆえに，民族の統計から各言語の話者の総数を推し量ることは困難である。
1.3. 本稿の構成
本稿は，先に sKobsteng方言の音体系を紹介した後，声調・母音・子音の順で具
体例を挙げつつ考察を加える。そののち，蔵文との対応関係に基づいて方言の特
徴づけを行う。
本稿で分析する言語資料は筆者の現地調査による一次資料に基づく。主な調査
協力者はスノン・ドマ [bSod-nams sGrol-ma]さんおよび建春さん（いずれも 50代
女性；格登村出身）である。調査は 2013年，維西県塔城鎮で行った。なお，調査
の際には筆者の友人である唐潔さんおよび和麗珍さんに漢語-マリマサ語の通訳と
して同席してもらった。
2. sKobsteng方言の音体系
ここではまず sKobsteng方言の音体系全体について，超分節音，母音，子音，音
節構造の順に紹介する。
2.1. 超分節音
sKobsteng方言の超分節音はピッチの高低による声調として実現され，４種が認
められる。
	：高平 ：´上昇 ：`下降 ：ˆ上昇下降
2.2. 母音
以下の母音について，長短および鼻母音/非鼻母音の対立が存在する。また，そ
り舌化，咽頭化も認められる。
表２：sKobsteng 方言の母音の舌位置一覧
i 0 W u
e @ 8 o
　 E 　 O
　　 a 5 A
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以上のほかに，唇歯母音/v
"
/4もある。
2.3. 子音
音節構造の主子音（Ci）位置に現れる一覧は次のようである。
表３：sKobsteng 方言の主子音（Ci）となりうる子音一覧
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh
無声無気 p t ú k P
有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh
無声無気 ts úù tC
有声 dz ãü dý
摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh
無声無気 s ù C / ç x h
有声 z ü ý , H
鼻音 有声 m n ® N
無声 m

n

N
流音 有声 l r
無声 l
半母音 有声 w j
2.4. 音節構造
音節構造の設定は，鈴木 (2005)を参照して以下のように記述できる。
CCiGVCC　　ただし前鼻音については CCVCCも認められる。
このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須である。音節末子音が２つ
存在する事例は，「わたり音/w/または/j/＋/P/」となる。
3. 超分節音
sKobsteng方言で弁別的な超分節音素は，ピッチの高低による声調の対立で，高
平調，上昇調，下降調，上昇下降調の４種に分かれる。それらは語単位でかかるこ
とが多いが，複合語ではもとの形態素それぞれがもつ声調を保持している場合が
る。ただし３音節以上の語の場合，第１，第２音節までで弁別的な声調の型を形
成し，第３音節以降は [22]程度の高さで現れる。
声調は，語の記述では引用形（言い切り形）の声調を示す。というのも，下降を
有する下降調，上昇下降調は，後続要素を伴い語単独で発音しない場合にしばし
ば下降が認められず，それぞれ高平調，上昇調で現れることがあるためである。
4 「唇歯母音」という名称については，鈴木 (2013)を参照。
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以下に，語の音節別の調値を５段階で表示した例をあげる（S=音節）。初頭子音
の性質によって，若干具体的な調値に異なりがあるが，弁別的ではない。
表４：sKobsteng 方言の声調の現れ
高平調 上昇調 下降調 上昇下降調
１音節語 	m

E ´mE: `m@ ˆm@
[S55] [S24] [S53] [S132]
「薬」 「バター」 「２」 「人」
２音節語 	®e ®e ´m@ hiP `no k5 ˆm@ h8:
[S55S55] [S13S55] [S55S22] [S13S22]
「胆嚢」 「人民」 「ここ」 「狂人」
4. 母音
母音には長短および鼻母音/非鼻母音が確認され，それぞれ弁別的である。そり
舌化母音は/e~, E~, A~, 0~, @~/のみが認められ，咽頭化母音は/aQ/のみが認められる。
/v
"
/の調音について，主たる調音は下唇と上歯との接近であるが，舌位置及び唇
の形状は [o]に近い。鈴木 (2013)の記述方式では，[v
"
o]と書ける。
4.1. 非鼻母音
以下に二次的調音の伴わない母音について，長短に着目して具体例を掲げる。
　短母音例　　　　　 長母音例　　　
i 	®i 火 ´pi: 羊毛
e `ke ,0: 皆 `hse: 金
E 	ùhe mEP 肉 ´lu hsE: 新年
a `Hdý5 ka ra 蜘蛛 ˆHnE Hga: 聾唖者
5 `ht5 馬 ´t5: 今
A `htAP 虎 ´ùhA: 鹿
O ´HbOP 空気 ´úO: j0 ロバ
o ´Hzo 尻 ´tsho: 階層建築
u `ntshu 湖 ˆH@~ thu: 骨
W `n

WP 鼻水 `hsW: 太もも
@ ˆm@ 人 ´ïã@: 鬼
0 `úùh0 水 	H®0: 銀
8 ´p8P チベット人 ˆPa h8: きゅうり
v
"
´shv
"
tAP 炭 	úv
"
: 騾馬
そり舌化母音は舌先を後部歯茎付近に向けてそらせて調音する文字通りのそり
舌化として実現する。そり舌化母音の音声実現は，初頭子音の調音が終わって以
降徐々にそり舌化が行われる点に特徴づけられ，末子音としての音価は認めがた
い。一方で，初頭子音が/H/で母音が/@~/の組み合わせの音節が第２音節に来る場
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合，初頭子音/H/の調音時にもそり舌の特徴が認められ，[Hõ@~]のような音声実現に
なることがある。そり舌化母音は短母音である例が多いが，音声学的には通常母
音より若干長くなることがある。ただしそり舌化長母音も少数ではあるが存在し，
母音の長短は有意である。/A~/の非鼻母音は認められない。一方，咽頭化母音は母
音の調音時に舌根を咽頭壁に接近させることによって実現する。
　短母音例　　　　　 長母音例　
e~ ˆHe~P よい
E~ ˆHE~ HdoP 子山羊
A~ ˆHA~ kh@~ 自分
@~ `p@~ 雲 `Nkh@~: 産む
0~ `m0~ ´ü@ 水田
aQ ´paQP がけ `hpaQ: 額（ひたい）
4.2. 鼻母音
鼻母音は短母音のみが認められる。また，/5, v
"
/の鼻母音は認められない。
i `Cı˜ 屁
e ´se˜ ごはん
E 	m

E 薬
a ´Ci Hã 砂
5
A 	hsA 両（重量単位）
O 	HlO うし年
o 	ht5 zõ 箱
u 	Hgu˜ ボタン
W `Hn W 天
@ ´ù@ 畑
0 ´tC0 着る
8 `tsh8 色
v
"
そり舌化鼻母音や咽頭化鼻母音も限られた例ではあるが存在する。いずれも短
母音のみである。/0~/の鼻母音は認められない。
e~ ˆHdýO H~e˜~ 遠い
E~ ˆtãQ HE~ 今日
A~ ˆHA~ kh@~ 自分
@~ ˆHA~ kh@~ 自分
0~
aQ ˆtãQ HE~ 今日
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5. 子音
子音は，単子音，子音連続および末子音に分けて具体例を挙げつつ考察する。
5.1. 単子音
単子音の具体例は，可能な限り２例ずつ挙げる。
5.1.1. 閉鎖音・破擦音
sKobsteng方言は閉鎖音・破擦音について基本的に無声有気，無声無気，有声の
３系列を有する。
/úh, ú/は若干摩擦を含むが，常に破擦音として実現する/úùh, úù/と対立を形成す
る。/qh/は音声学的に [kh]を変異としてもつ。そり舌閉鎖音類および有声音の単子
音の例は比較的少なく，後者はあるとしても語中に現れる場合が多い。なお，/ã,
g/は単子音として存在しない。
例語 語義 例語 語義
ph `phAP ぶた ˆphAP l0 子ぶた
p `p@~ mu ひざ ˆp0 息子
b ˆPa b5 父 ˆbA bu 鉄なべ
th `thO 平原 ˆth0P kh5 住居
t ´to w5 煙 ˆt0: 墓
d ˆd5 d0P えんどう
úh 	úh@ úùha 万
ú ˆúaQ: 勝つ ´ú@ 尋ねる
ã
kh `kh5 口 	kh@~ 竹垣
k `ko po 桃 ˆkõ m5 アリ
g
qh ´qhA: 雪 `qhWP 針
P ˆPa l0 赤ん坊 	Põ poP ポット
tsh 	tsh5 塩 ˆtshe: m5 とげ
ts ´ts0 m5 スープ ´l5 ts@ 唐辛子
dz ˆdze Ngo 年をとる 	kh5 dzeP とうもろこし
úùh `úùho wu みかん `úùh0 水
úù ´úùa 茶 	úùõ húùi: 十一
ãü 	húùiP ´ãü@ ãü@ 毎日
tCh ˆtChA: 埃 	tCh W 家
tC ´tCe nd0P ねずみ ´tCO 壁
dý `she˜ dýi 獅子
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5.1.2. 摩擦音
sKobsteng方言は歯茎，そり舌，前部硬口蓋の摩擦音に無声有気，無声無気，有
声の３系列を有する。軟口蓋摩擦音は無声有気，無声無気の２系列が存在する。
声門摩擦音は無声，有声の２系列が存在する。硬口蓋摩擦音は無声無気のみが存
在する。/ý, xh, x, h/の例は少ない。
例語 語義 例語 語義
sh ´shA: 雹 `shu 歯
s ´s5 食べる ´su w5 鎌
z ´za ku 靴下 ´Pa ze 	ze ゆっくりの
ùh 	ùh5 çã m@ 狩人 ´ùhu mu きのこ
ù ´ùO 箸 ´ùu 鳴く
ü `hk W ´ü@ 乾燥地 ˆHüe˜ üu: 若い
Ch `ChOP ze 孤児 `ChiP 半分
C ´Ci l5 猫 ˆCu w5 ね年
ý `ýi: である
ç `ç@ 心臓 `çO m5 竹
xh `xhe˜ 得る
x ˆxej nthAP 碾き臼
, 	,aQ 山羊 	hk@ ,aQP ベルト
h `h8 狂う ´p0 mo `hı˜ 少女
H ´H@~ 山 ´Hu m5 乳
5.1.3. 共鳴音
sKobsteng 方言の共鳴音は，/®, r, w, j/を除いて有声と無声の２系列が存在す
る。/r/の例は少なく，実際の音価は [ô]であることが多い。/l

/は単独で存在しない。
例語 語義 例語 語義
m ˆmAP p5 夫 `m@ 二
m

	m

8 lA 願う `m

aQ: あざ
n ˆnO mb8: 明日 	no これ
n

	n

O 存在する `n

u˜ 植物油
® ´®5 魚 ´®O 名前
N ´N5 私 ˆNO: 他の人
N `N8 j0 緑の 	Ne˜ nO 前
l ´l5 尾根 ˆlu m5 葉
l
r `Hdý5 ka ra 蜘蛛 ´hpi ja ruP 男
w ´w5 t5 左 	wE~ lE kaQ めじろ
j ˆj5 kh@~ 袖 ´ji Hdýi ノート
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5.2. 子音連続
ここでは，sKobsteng方言における子音連続を主子音 Ci に先行する要素によっ
て分類して述べ，ついでわたり音 Gを含むもの，３子音連続について述べる。
5.2.1. 前鼻音
前鼻音は，その後続子音が有声音か無声有気音かによって分けて例を挙げる。
有声音に先行する場合
mb : ´mb@~P　龍　　
nd : `nd5　矢　　
ïã : ´ïã@:　鬼　　
Ng : `Ngu　頭　　
ndz : ´ndzA:　昼食　
ïãü : `ïãüv
"
:　鋤　　
®dý : 	Ne˜ ®dýiP　２月　
無声有気音に先行する場合
m
ph : ˆmphe~P mphe~P　横の
n
th : `nthu nthu　高い　
ïúh : `ïúh0　減らす
Nkh : `Nkh@~P　導く　
ð
qh : `ðqhaQ 　鷹　　
n
tsh : `ntshu　湖　　
ïúùh : `ïúùhe˜ mb5　肝臓　
®tCh : ´®tChi m5　腎臓　
5.2.2. 前気音
前気音は，その有声性が後続子音と一致する。
hp : `hpaQ:　額　　
ht : 	hto w5　腹　　
hú : `húa Ci　蚊　　
hk : `hk0 m5　泥棒　
hts : `hts@ w5　草　　
húù : `húùAP　鉄　　
htC : `htCiP　声　　
hs : `hse:　金（きん）
hù : 	hù@:　小便　
hC : `hCO kh0　狼　　
hl

: 	hl

W　靴　　
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Hb : ´HbOP　空気　
Hd : ˆHdo w5　石　　
Hã : `HãiP　火であぶる
Hg : 	Hgu˜　ボタン
Hdz : ´Hdz@ Hdz@　側（そば）
Hãü : 	Hãü@ w5　蚤　　
Hdý : ´HdýiP　八　　
Hz : ´Hzo　尻　　
Hü : `Hüi: Hmu　しあさって
Hý : ˆHýi w5　真の　
Hm : `Hm5 Hm5　低い　
Hn : `Hn5 ht W　物語　
H® : 	H®0:　お金　
HN : `HN5　太鼓　
Hl : `HlE: wõ　おす牛
Hj : 	Hje Hm5　花椒　
5.2.3. わたり音を含むもの
わたり音には/w/が存在する。それぞれ少数例のみに確認される。
khw : ´khw5　蒸しパン
kw : `htCi kwe　食用種子
úùhw : `úùhw5 bo　折れる
ùhw : ˆùh@~ ùhw@~　めじろ
5.2.4. ３子音連続
sKobsteng方言で最も複雑な初頭子音の形式である。確認される例は少ない。
Hgw : `HgwA ht@ `Ngu　退く　
5.3. 末子音
sKobsteng方言に認められる末子音には，/P, w, j; wP/がある。このうち，/P/が大
部分の例を占める。末子音は先行する母音との共起制限があり，特に長母音とは
結びつかない。以下に絶対語末および語中に分けて例をあげる。
絶対語末例　　 語中例　　
例語 語義 例語 語義
P ´HbOP 空気 ˆHuP pu 友人
w `ùOw wu やせた
j `Pa khE~j 備中鍬 ´pej tshAP ふるい
wP `thowP 食料
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6. 蔵文との対応関係による sKobsteng方言の特徴づけ
チベット文語（蔵文）形式と口語形式の対応関係を探ることは，チベット語方言
の特徴を分析する伝統的な手法であり，西 (1986) や鈴木 (2008b)，張濟川 (2009)
などの先行研究において一定の注目すべき対応関係の傾向が示されている。
ここでは，sKobsteng方言の特徴を初頭子音と母音＋音節末形式および声調の３
つに分けて述べる。ただし，蔵文 rが母音に先行する事例については，初頭子音と
母音＋音節末形式の両方にわたって述べる。また，sKobsteng方言を特徴づける要
素について，適宜他方言の事例との対比を注記する。なお，この考察の目標は通
時的な議論を行うのではなく，方言の特徴づけを行うためのいくつかの指標に基
づいた対応関係を提示することにある。なお，蔵文はWylie 式の転写で示す。チ
ベット文字の表す音価は格桑居冕・格桑央京 (2004:379-390)を参照。
6.1. 初頭子音
初頭子音の形式について，sKobsteng方言は蔵文と比べると単純である。先行研
究で注目されるいくつかの対応関係に着目して述べていく。
6.1.1. 閉鎖・破擦・摩擦音の有声性
閉鎖・破擦・摩擦音について，蔵文で基字に先行する子音字がない有声音字 g, j,
d, b, zh, z5およびそれに足字 y, rを伴うものは，語頭においてそれぞれの調音点の
無声音に対応し，頭字もしくは前接字がある場合は有声音が対応する。この対応
関係は広くカムチベット語にみられる関係と同じである。以下に例をあげる。
無声音例
ˆp0「息子」(bu)
´úùa「茶」(ja)
´to w5「煙」(du ba)
´tCO「壁」(gyang)
´C5「鶏」(bya)
´ù@「畑」(zhing)
有声音例
´Hbi p5「蛙」(sbal ba)
´Hdýe: 「忘れる」(brjed)
	Hgu「門」(sgo)
´HdýiP「八」(brgyad)
`HzO「晴れた」(bzang)
´Hü@「四」(bzhi)
なお，蔵文 db対応形式は/b/となり6，蔵文 dby対応形式は前気音を伴う/Hj/とな
る。たとえば以下のようである。
	HbOP「空気」(dbugs) `HjE: kh5「夏」(dbyar kha)
5 有声音字としては dzも含まれるが，dzではじまる蔵文形式に対応する口語形式は得られていない。
6 この音対応は雲南省のカムチベット語の大部分に認められる。
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蔵文で基字に先行する子音字がない有声音字について，第２音節初頭位置では
有声音が現れる場合がある7。以下に例をあげる。
語頭例
´se˜「ごはん」(zan)
語中例
´ùo: ze˜「朝食」(zhogs zan)
摩擦音について，蔵文で基字に先行する子音字がない無声音字 s, shには無声有
気音が対応する。先行する子音があれば無声無気音で現れる。以下に例をあげる。
`sh5「土」(sa)
	ùhi:「知っている」(shes)
`hsu「育てる」(gso)
6.1.2. 蔵文 sh, zh対応形式
蔵文 sh, zh 対応形式は上掲の例にも示されているが，そり舌摩擦音となる。以
下に例をあげる。
´ùhA:「鹿」(shwa ba)
ˆùoP le:「朝」(zhogs pa)
´Hü@「４」(bzhi)
6.1.3. 蔵文 c, ch, j対応形式
蔵文 c, ch, j対応形式は上の例にも示されているが，基本的にそり舌破擦音とな
る。以下に例をあげる。
´úùhA:「雨」(char pa)
`húùi:「１」(gcig)
`ïúùhe˜ mb5「肝臓」(mchin ba)
	Hãü@ w5「蚤」(lji ba)
`ïãüv
"
:「鋤」(’jor)
6.1.4. 蔵文 Py対応形式
蔵文 Pyは，p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む対応形式についていう。
sKobsteng方言の対応形式は上の例にも示されているが，基本的に前部硬口蓋摩
擦音になる。以下に例をあげる。
´C5「鶏」(bya)
`Chi「開ける」(phye)
ˆCi m5「砂」(bye ma)
`hCO kh0「狼」(spyang khu)
7 動詞において接頭辞がついた場合には適用されない。
134
鈴木博之：カムチベット語塔城・格登 [sKobsteng]方言の音声分析
6.1.5. 蔵文 Ky対応形式
蔵文 Kyは，k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む対応形式についていう。
sKobsteng方言の対応形式は，基本的に前部硬口蓋破擦音である。以下に例をあ
げる。
`tCh0P「あなた」(khyod)
´tCO「壁」(gyang)
`Hdý5「漢族」(rgya)
`htC0 hp5「酸っぱい」(skyur po)
なお，`tsh@「犬」(khyi)は例外である8。
6.1.6. 蔵文基字 r対応形式
蔵文基字 rは，原則として初頭子音が/H/に対応し，後続の母音をそり舌化もしく
は咽頭化する。母音の性質によっては，これらの二次的調音が生じないものもあ
る。以下に例をあげる。
´H@~「山」(ri)
ˆtãQ HE~「今日」(de ring)
ˆHe˜~ tCo:「長い」(ring po)
ˆHe~P「よい」(red)
ˆHuP pu「友人」(rogs po)
語中に/H/が来る場合，[H]の発音時にすでにそり舌を形成し，[H~]となる例があ
る。この場合直接/H~/と記述するが，特別な音素を設定するというわけではない。
ˆHdýO H~e˜~「遠い」(rgyang ring) ˆje H~e~P「回復する」(yar red)
初頭子音が/H/以外で対応する例として，次のようなものがある。
	,aQ「山羊」(ra) ´Pa ,aQP「酒」(a rag)
6.1.7. 蔵文足字 r対応形式
蔵文足字 rを含む組み合わせには，Pr (=p, ph, bに足字 rを伴う形式を含む対応
形式)，Kr (=k, kh, gに足字 rを伴う形式を含む対応形式)，Tr (=dr, ’dr)，srなどが
ある。sKobsteng方言では，蔵文 Tr, sr対応形式を除き，蔵文足字 rが多くの例で
後続する母音に影響を与え，そり舌化母音や咽頭化母音を形成する要素になる。
以下に例をあげる。
8 この例外的な対応は雲南省に分布するほとんどのカムチベット語諸方言に共通してみられる。
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´paQP「がけ」(brag)
`p@~「雲」(sprin)
´mb@~P「龍」(’brug)
ˆHb0: 「蛇」(sbrul)
`Ngu hkaQ 「髪」(mgo skra)
`khaQP「血」(khrag)
´k@~「ナイフ」(gri)
`Ngu「行く」(’gro)
一方で少数ではあるがそり舌閉鎖音になる例もある。また，蔵文 Tr対応形式も
そり舌閉鎖音になる。以下に例をあげる。
	úh@ úùha「１万」(khri chag)
	úOP「六」(drug)
´ïã@: 「鬼」(’dre)
sKobsteng 方言における蔵文 sr を含む形式の一般的な対応関係は前気音を伴う
無声無気歯茎摩擦音である。以下に例をあげる。
ˆhse: m5「豆」(sran ma)
	hsA「両（重量単位）」(srang)
`hsWP Ch5「薄い」(srab ?)
6.1.8. 蔵文足字 w対応形式
sKobsteng方言では，蔵文足字 wが/w/を初頭子音とする第２音節として実現さ
れる例がある9。以下に例をあげる。
´ù@ w5「帽子」(zhwa) `hts@ w5「草」(rtswa)
ただし，	tsh5「塩」(tshwa)などでは現れない。
6.1.9. 蔵文 l, lh対応形式
sKobsteng方言では，蔵文 l, lhは基本的にそれぞれ/l, hl

/に対応する。以下に例を
あげる。
蔵文 l
ˆlAP p5「手」(lag pa)
	lOP「綿羊」(lug)
蔵文 lh
	hl

W「靴」(lham)
`hl

5「神仏」(lha)
蔵文 lが足字になる場合の対応形式は，蔵文 slが/hl

/に対応する以外は，基本的
に/Hl/に対応する。以下に例をあげる。
	HlE `hkE: mu˜「月（天体）」(zla ? ?)
`HlE: kO「脳」(klad ?)
	HlO「うし年」(glang)
	HlO ma「風」(rlung ma)
`hl

WP「教える」(slob)
9 これは迪慶州で話される大部分の方言に共通する現象である。
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6.1.10. 前鼻音を含む子音連続
sKobsteng方言の前鼻音を含む子音連続については，前鼻音要素に後続する子音
に無声有気音と有声音の２種が認められる。前鼻音に対応する蔵文には ’と mの
２種があるが，口語形式では鼻音部と後続子音は常に調音点を同じくする。以下
に例をあげる。
`ïãüv
"
: 「鋤」(’jor)
`Ngu「頭」(mgo)
`Ngu「行く」(’gro)
`nthOP Ch5「厚い」(’thug ?)
ˆmphe~P mphe~P「横の」(’phred ’phred)
`ntshu「湖」(mtsho)
6.1.11. 蔵文頭字 s +鼻音字の対応形式
蔵文 sm, sn, sny, sng, smy対応形式について，sny, smyを除いたものはそれぞれ
対応する調音位置の無声鼻音となる。以下に例をあげる。
`m

aQ:「ほくろ」(sme ba)
`n

5「鼻」(sna)
`N8 j0「緑の」(sngon po)
蔵文 sny, smy 対応形式は無声硬口蓋摩擦音または無声声門摩擦音になる10。以
下に例をあげる。
`ç@「心臓」(snying)
`çO m5「竹」(smyug ma)
`h8「狂う」(smyon)
6.2. 母音＋音節末形式
6.1.6および 6.1.7で示したように，sKobsteng方言では母音の直前に蔵文 rがあ
る場合，母音の形式に影響を与える。そのため，母音＋音節末形式を取り上げる
場合には，この蔵文 rの有無によって場合分けをする必要がある11。
蔵文 r が母音に先行しない場合の語末位置における基本的な対応関係は以下の
ように示すことができる。
10 この対応関係は迪慶州のカムチベット語では非常に珍しい。ただし同じMelung下位方言群に属する，麗江市
永勝県で話される Daan（大安）に類似の現象が認められる（鈴木 2009b）。
11 このような分析は Melung下位方言群の諸方言では特に必要とされる。鈴木 (2011b)や Suzuki (2011)の記述
を参照。
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表５：sKobsteng 方言の蔵文 r が母音に先行しない場合の語末位置における基本的な対応関係
VnC # / ’ b d g m n ng r l s
a 5 WP EP / iP AP W e˜ / E O E: W: e: / i:
i @ WP @P iP W @: @ i: i:
u 0 WP 0P OP õ @ O 0: 0: 0:
e i WP eP / iP AP W e˜ @ @: v
"
: @
o u WP 8P owP õ / W 8 / 8: õ v
"
: v
"
: v
"
: / 0:
以上のうち，蔵文後接字 b, d, gに対応する口語形式には声門閉鎖音を伴い，蔵
文後接字 m, n, ngに対応する口語形式には鼻母音が現れるというのが主たる対応
関係である。また，蔵文後接字が両唇音である場合，口語形式の母音は後舌非円
唇高母音である例が多い。以下にいくつか例をあげる。
蔵文後接字を伴わない例
`kh5「口」(kha)
ˆm@「人」(mi)
`úùh0「水」(chu)
	®i「火」(me)
	Hgu「門」(sgo)
蔵文後接字が閉鎖音の例
`n

WP「鼻水」(snabs)
´kh5 lWP「ふた」(kha leb)
`htCiP「声」(skad)
ˆme H®@P「飲みこむ」(mar mid)
`ChiP「半分」(phyed)
ˆH8:「いる/ある」(’od12)
`phAP「ぶた」(phag)
`H®iP「目」(mig)
´ndzAP「這う」(’dzeg)
	lOP「綿羊」(lug)
蔵文後接字が鼻音の例
´l W「道」(lam)
	tCh W「家」(khyim)
´tõ「熊」(dom)
ˆ®e˜「聞く」(nyan)
`Hd@「七」(bdun)
´tC0「着る」(gyon)
`thO「平原」(thang)
´ùh@「薪」(shing)
蔵文後接字が以上に示したもの以外の例
´mE:「バター」(mar)
`hse:「金」(gser)
ˆno:「誤った」(nor)
	H®0: 「銀」(dgnul)
`hpv
"
: 「猿」(sprel)
	ùhi: 「知っている」(shes)
ˆj0:「う年」(yos)
12 ’odは yodの古い形式である (rNam-rgyal Tshe-ring 2001:498)。
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一方，蔵文 rが母音に先行する場合13は，前掲の蔵文 rが母音に先行しない場合
に比べて例が少ない。確認される対応関係は以下のように示すことができるが，
空白が多くなっているのはやむを得ない。
表６：sKobsteng 方言の蔵文 r が母音に先行する場合の基本的な対応関係
rVnC # / ’ b d g m n ng r l s
a aQ aQP @~ / E~ aQ:
i @~ @~ @~ e˜~ / E~ i: i:
u 0 @~P @~: 0: @~ / 0:
e @: e~P v
"
: @
o u uP / @~ õ v
"
:
以上に示したものの中には認められる事例が少ないものも含まれるため，主要
な傾向を示しているとは限らない点に注意が必要である。ただし母音に先行する
蔵文 rが咽頭化母音やそり舌化母音の形成に関わっている点は疑いがない14。
以下に 6.1.6，6.1.7で挙げていない例をいくつかあげる。
ˆphaQ ®a「細い」(phra ?)
`Nkh@~P「導く」(’khrid)
ˆmphe~P mphe~P「横の」(’phred ’phred)
`hkaQ: 「怖がる」(skrag)
ˆCE HuP「からす」(bya rog)
´m@ mph@~P「強盗」(mi ’phrog)
	Hb@~「砂糖」(sbrang)
´HbE~ nAP「ハエ」(sbrang nag)
`Nkh@~: 「産む」(’khrung)
`hpaQ:「額」(dpral)
	úv
"
:「騾馬」(drel)
ˆH@~ thu: 「骨」(rus ?)
6.3. 声調
声調を有するチベット語方言の分析において，声調の歴史的発展は議論される
べき重要な問題である。ここでは通時的な議論で注目される蔵文との対応関係を
基準に述べる。
sKobsteng方言では，蔵文と声調の対応関係が比較的明瞭に現れるのは単音節語
の事例に限られる。複音節語の声調パターンは，蔵文との対応のみで決定される
ものではないようである。このため，以下に示すのは単音節語の事例のみとして
おく。
sKobsteng 方言の声調体系は語声調で，語頭の音節初頭部が高いか低いかの異
なりと音節末尾で下降するかしないかの２通りで構成され，計４種の弁別が行
われる。チベット語の声調発生は音節初頭子音群の単純化と密接な関連がある。
sKobsteng 方言の場合，音節初頭における声調の高さの蔵文との対応関係につい
て，先に述べた母音と同様に簡潔に対応の傾向を述べると，以下のようになる。
13 ただし蔵文 srの組み合わせを先行子音とするのものは除く。
14 迪慶州のカムチベット語の中には，Melung 下位方言群の諸方言以外にもそり舌化母音をもつ方言が存在す
る。ただし，これらの方言に認められるそり舌化母音は蔵文後接字 rに由来しているという点に注意が必要で
ある（鈴木 2011c, 2012d）。
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（無指定）とする点は，声調の現れと頭字/前接字の有無に関連性があまり見られな
いものである。
表７：sKobsteng 方言の声調と蔵文の対応関係
頭字/前接字 基字など 声調
（無指定） 無声無気閉鎖・破擦・摩擦音，無声有気閉鎖・破擦音 高
なし 有声閉鎖・破擦・摩擦音 低
あり 有声閉鎖・破擦・摩擦音 高・低
なし 共鳴音 低
あり 共鳴音 高
（無指定） 足字 l 高
以上のうち，頭字/前接字のある有声閉鎖・破擦音に対応する口語形式には，高・
低両方の声調が現れる15。
共鳴音の場合，原則的に頭字/前接字がなければ低声調はじまりの声調に，頭字/
前接字があれば高声調はじまりの声調に対応する。ただし例外がいくつかあり，
たとえば	lOP「綿羊」(lug)，	,aQ「山羊」(ra)などがある。
なお，音節末における声調の下降の有無については，現段階では蔵文との対応
関係で説明を与えることは困難である。
7. 語形式による sKobsteng方言の特徴づけ
蔵文との対応関係による方言の特徴づけは，チベット語方言の中の類型的特徴
を明らかにするものである。これに対し，語形式による方言の特徴づけは，方言
間の類型の類似を越えて，地域的な側面から分析することになる。
ここでは，蔵文との対応関係から見て，来源が通常の蔵文との対照からでは説
明の与えられないいくつかの語形式についてまとめる。
7.1. 口蓋垂音
sKobsteng方言には，口蓋垂で調音される音素に無声有気閉鎖音/qh/が認められ
る。いずれの例も音声学的には口蓋垂音 [qh] のほかに軟口蓋音 [kh]16での発音も
許容されるが，口蓋垂音の発音が可能かつ通常であるのは以下のものに限られる。
´qhA:「雪」(kha ba)
`ðqhaQ 「鷹」(khra)
`qhWP「針」(khab)
ˆqh@ Ch5「にがい」(kha ?)
このうち，「雪」「にがい」の例は口蓋垂閉鎖音の報告されるチベット語諸方言
においても一般的に口蓋垂閉鎖音を含む語である。ところがこのような方言群は
15 これは mBathang（巴塘）方言や Derge（徳格）方言でも問題になっている事柄で（格桑居冕 (1985)，江荻
(2002:264-265)など），いくつかのカムチベット語方言ではよく見られる現象である。
16 調音位置は後部軟口蓋であることが多いが，母語話者によると軟口蓋音素/kh/の音声実現と同じであるととら
えられる。
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sKobsteng方言が分布する地域と離れた地域で用いられ17，一方 sKobsteng方言の
分布地域の周辺に口蓋垂閉鎖音をもつ方言は未報告である18。
さて，sKobsteng方言話者は多くがマリマサ語話者でもあるが，マリマサ語には
口蓋垂音系列が存在する。ところが，以上の語についてマリマサ語の対応語彙は
「苦い」を除いて口蓋垂音を含まない19。この状況において，sKobsteng方言におけ
る口蓋垂閉鎖音の存在を歴史的にどのように説明できるか，という疑問が生じる。
残念ながら，現段階では説明を与えることは難しい。
7.2. 音節の縮約現象
sKobsteng方言では，以下のように蔵文から考えると音節の縮約を起こしている
と見られるいくつかの語がある。
´úùhA:「雨」(char ba)
´shA:「雹」(ser ba)
´shA:「雹」(ser ba)
`m

aQ: 「ほくろ」(sme ba)
これらの例を見ると，口語形式では母音が長母音化しているのが特徴的で，対
応する蔵文の第２音節が ba, moなどになっている20。
7.3. 古蔵文に対応する語
sKobsteng方言には，いくつか古蔵文 myに対応する語形式がある21。
17 主に四川省阿壩藏族羌族自治州に分布する諸方言に認められる。たとえば華侃　主編 (2002) の dMarthang
（紅原）方言，Sun (2003)の Zhongu（熱務溝）方言，鈴木・イェシェムツォ (2006)の rNgawa（中阿壩）方言，
鈴木 (2007b) の Babzo（包座）方言，鈴木 (2007c) の Rangakha（新都橋）方言，鈴木 (2010d) の Astong（大
寨）方言の記述を参照。ほかにも，王雙成 (2012:216-217)に gCiggril（久治）方言や Padma（班瑪）方言の例
がある。
一方，口蓋垂閉鎖音をもつチベット語諸方言において，「鷹」の語が口蓋垂閉鎖音で現れない理由は，蔵文
khraの初頭子音連続 khrが現代の方言形式においてすでに音変化を起こし，軟口蓋音を含まなくなったため
ではないかと考えられる。「針」の例で口蓋垂音を含むものは羌語群の言語に認められる（黄布凡 2012）。
18 筆者が最近記述した Sems-kyi-nyila方言群 rGyalthang下位方言群に属するMyigzur（尼汝）方言には，口蓋垂
音をもつ例が頻出する。これは一定の音変化に従って成立したものであり，sKobsteng方言のように散発的に
現れるのではない。詳細は別稿で扱うことにする。
19 特に味覚を表す語彙は sKobsteng方言とマリマサ語で共通するものが多いことから，マリマサ語が周辺のカム
チベット語から借用した可能性も考えられる。
20 このような縮約現象は Chaphreng 方言群の方言に顕著に見られる現象である（鈴木 2007a）ほか，迪慶州で
話される方言でも例語は少数ながら同様の現象が確認される（鈴木 2012d）が，中でもMelung下位方言群の
Zhollam方言では縮約が認められる複数の語に咽頭化が生じている（鈴木 2011b）。音節の縮約による咽頭化
はミャンマーで話されるカムチベット語 Sangdam方言にも認められる（鈴木 2012b）
21 古蔵文については，rNam-rgyal Tshe-ring (2001)参照。
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表８：sKobsteng 方言における古蔵文に対応する語
sKobsteng方言 古蔵文 蔵文 語義
´®i myi mi ～でない
´®eP myed med 存在しない
`H®iP dmyig mig 目
	®i mye me 火
ˆme H®@P mar myid mar mid 飲みこむ
ˆH8: ’od yod いる/ある
上から３語の示す形式は迪慶州で話される方言全体に見られる特徴である22。
「火」は古蔵文を見ても低声調での対応を予測させるが，実際は声調が高く現れ
る。「飲み込む」の例については古蔵文の例を見ても有声前気音が現れる点を説明
できない。「ある/いる」については古蔵文に一致するが，迪慶州で話される方言で
は sKobsteng方言でのみ用いられる点で興味深い。
8. まとめ
本稿では，Sems-kyi-nyila方言群Melung下位方言群に属する sKobsteng方言の
音体系を示し，蔵文と口語の対応関係を分析することでその方言特徴を明らかに
した。示された特徴はこれまでに記述されたことのある他の Melung 下位方言群
のうち，口蓋垂音をもっている点，蔵文末子音 bの対応形式，蔵文鼻音末子音の対
応形式の面で，明確な異なりを認めることができる。
sKobsteng方言の音体系上の特徴としては，/qh/は言うまでもなく，そり舌系列
における閉鎖音と破擦音の対立やそり舌化母音，咽頭化母音などの存在をあげる
ことができる。蔵文との対応関係の観点から見ると，先に触れたような蔵文末子
音 b の対応形式が一律/WP/になる点，蔵文鼻音末子音の対応形式がすべての例で
鼻母音である点のほか，Melung下位方言群を特徴づける基字/足字 rを含む語の音
対応などが認められる。
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分類語彙 1100
配列は華侃　主編 (2002)に準拠し，名詞，数詞，代名詞，形容詞，動詞の順で
ある。名詞は，意味によって小区分を設けた。
天文地理
天　　　`Hn W
太陽　　´®i m5
光　　　`hs@:
月　　　	HlE `hkE: mu˜
星　　　`hkE: m5
天気　　`Hn W HzO
雲　　　`p@~
雷　　　ˆmb@~P HluP
風　　　	HlO m5
雨　　　´úùhA:
雪　　　´khA: / ´qhA:
雹　　　´shA:
霜　　　ˆkE mu˜
露　　　ˆs@: p5
霧　　　´n8 h8
氷　　　	hsõ
火　　　	®i
煙　　　´to w5
空気　　´HbOP
旱魃　　	hk W
水害　　	mb@~P ´Hdýe wo
地　　　`sh5
山　　　´H@~
尾根　　´l5
谷　　　`ùhõ
がけ　　´paQP
岩石　　ˆHdo w5
洞窟　　ˆpaQP ph@~
洞穴　　ˆkO tõ
川　　　	úùh0
湖　　　`ntshu
渡し場　`úùh0 kh5
道　　　´l W
平原　　`thO
沼　　　ˆ®0:
土　　　`sh5
畑　　　´ù@
水田　　`m0~ ´ü@
乾燥地　`hk W ´ü@
農区　　ˆH@~ tshu
牧区　　ˆHgO kh5
石　　　ˆHdo w5
砂　　　ˆCi m5
埃　　　ˆtChA:
泥　　　ˆïãe˜ mb5
水　　　`úùh0
金　　　`hse:
銀　　　	H®0:
鉄　　　`húùAP
橋　　　´ntsh@ mb5
住居　　ˆth0P kh5
故郷　　ˆH@~ ji:
人体
体　　　´l0: pu
頭　　　`Ngu
髪　　　`Ngu hkaQ
お下げ　`je hl

5
額　　　`hpaQ:
眉毛　　`H®iP hp0
目　　　`H®iP
鼻　　　`n

5
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鼻の穴　ˆkO tõ
耳　　　`HnE p5
顔　　　`Hdõ
口　　　`kh5
唇　　　ˆïúùh0 hp5
あごひげ　ˆPa tsõ
あご　　ˆmbu tCi:
首　　　`hsu kõ
肩　　　´lAP ùoP
背　　　`HgO
脇　　　ˆlAP üWP
胸　　　ˆtO kh5
乳房　　ˆn0 n0
乳　　　´Hu m5
腹　　　	hto w5
へそ　　`ht0: j5
腰　　　`hkoP p5
尻　　　´Hzo
太もも　`hsW:
ひざ　　`p@~ mu
下腿　　`Hzu hp5
足　　　`hkO mb5
腕　　　ˆlAP p5
手　　　ˆlAP p5
親指　　´nthi `hp8 m5
小指　　	Pa k@ `ndzW r@~
爪　　　`sh@ mu
あざ　　`m

aQ:
傷口　　`HmaQ / `HmE: thuP
肌　　　`H®a
血　　　`khaQP
脳　　　`HlE: kO
骨　　　ˆH@~ thu:
歯　　　`shu
舌　　　`húù@:
肺　　　`Hlo w5
心臓　　`ç@
肝臓　　`ïúùhe˜ mb5
腎臓　　´®tChi m5
胆嚢　　	®e ®e
胃　　　ˆlO kh5
腸　　　	Hdý0 m5
大便　　	htCi kw5
小便　　	hù@:
屁　　　`Cı˜
つば　　ˆúùhe mu
鼻水　　`n

WP
涙　　　`H®iP úùh0
膿　　　`HnAP
声　　　`htCiP
人物
人　　　ˆm@
人民　　´m@ hiP
チベット人　´p8P
漢族　　`Hdý5
赤ん坊　ˆPa l0
老人　　ˆPa ®i
老婦人　ˆPa j5
男　　　´hpi ja ruP
女　　　´p0 m5 ruP
少年　　´p0 l0 hı˜
少女　　´p0 mo `hı˜
商人　　	tshõ HdýW: m@ / ˆlO pã
軍人　　`HmAP m@
大工　　`hpWP Hãü@
狩人　　	ùh5 çã m@
料理人　ˆse˜ Hzu
学者　　´ji Hdýi `hl

WP m@
こじき　´se˜ hl

O
泥棒　　`hk0 m5
強盗　　´m@ mph@~P
病人　　´m@ ˆn5 pu
皇帝　　`Ngu Hdýi:
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友人　　ˆHuP pu
仕立て屋　	hl

e˜ mba `hl

ê
靴屋　　`hl

W ntshAP
石屋　　´Hdo w5 `hdO m@
肉屋　　`phAP ùw5
盲人　　`H®iP ke:
聾唖者　ˆHnE Hga:
禿げの人　`HlEP thuP `pE: thuP
猫背の人　`HgO mbu
ばか者　`HdOP hpi:
口唇裂　´ïúùh0 úùhe
狂人　　ˆm@ h8:
口の聞けない人　`HdOP hpi:
客　　　`ïã8 m@
知り合い　	ùh@ ùh@ `Hde bw5
知らない人　´m5 ùh@ w5
祖父　　ˆPa ®i
祖母　　´Pa j5
父　　　ˆPa b5
母　　　ˆPa m5
両親　　´Pa b5 ˆPa m5
息子　　ˆp0
息子の嫁　`HnE: m5
娘　　　ˆpu mu
娘婿　　ˆmAP p5
孫息子　`s W ts@
兄　　　ˆPa wu
姉　　　ˆPa ü@
弟　　　´®0 úùhO
妹　　　ˆn0 mu
父の兄　ˆPa kh0
父の兄の妻　ˆPa ni
甥　　　`s W ts@
兄弟　　´®0 úùhO
姉妹　　ˆ®0 sh W
母の兄弟　ˆPa üO
母の兄弟の妻　ˆPa ni
母の姉妹の夫　ˆPa kh0
母の姉妹　ˆPa Hdýi
家族　　	tCh W nO ˆm@
親戚　　ˆ®0 sh W ´®0 w5
夫　　　ˆmAP p5
妻　　　`HnE: m5
継父　　ˆPa kh0
子なしの女性　ˆm@ k@
私生児　`Ngu hse:
孤児　　`ChOP ze
家畜
家畜　　`ChOP 	ze˜
牛　　　ˆpE HlO
水牛　　`úùh0 HlO
ヤク　　`HjAP
おす牛　`HlE: wõ
めす牛　´p5
乳牛　　´po woP
湿牛糞　ˆnõ htCAP
皮　　　ˆHdeP p5
毛　　　`hp0
尾　　　ˆHdoP m5
馬　　　`ht5
おす馬　`htE: b5
めす馬　`htE: m5
馬糞　　`htE: htCAP
綿羊　　	lOP
山羊　　	,aQ
子山羊　ˆHE~ HdoP
羊毛　　´pi:
羊糞　　ˆHE~ htCAP
騾馬　　	úv
"
:
ロバ　　´úO: j0
ぶた　　`phAP
めすぶた　`phAP m5
おすぶた　ˆHb@~ l0
子ぶた　ˆphAP l0
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ぶた糞　`phAP htCAP
犬　　　`tsh@
めす犬　	tsh@ ´m5
猟犬　　`ùh5 tsh@
犬糞　　`tsh@ htCAP
猫　　　´Ci l5
うさぎ　`hpO HjAP
鶏　　　´C5
おんどり　ˆkõ kõ
めんどり　ˆCE mu
とさか　´s@ j5
翼　　　´HdoP m5
羽　　　`hp0
鶏糞　　ˆCE htCAP
鴨　　　`úùh0 j5
鳩　　　ˆphO ã8:
その他の動物
虎　　　`htAP
獅子　　`she˜ dýi
龍　　　´mb@~P
爪　　　´lAP p5
猿　　　`hpv
"
:
熊　　　´tõ
いのしし　`phAP tshAP
鹿　　　´ùhA:
キバノロ　`ùhA:
ねずみ　´tCe nd0P
土ねずみ　	Hn8: p@ ´C@ w5
ねずみ糞　´tCe nd0P htC@ kw5
リス　　ˆthO hpaQ
狼　　　`hCO kh0
狐　　　	ht0: `l0 l0
鳥　　　ˆC0:
鳥の巣　ˆC0: tshO
鳥糞　　ˆC0: htCAP
鷹　　　`NkhaQ / `ðqhaQ
ツバメ　	úùh0 li `hke t5
すずめ　ˆC0: ph@~P
からす　ˆCE HuP
めじろ　ˆùh@~ ùhw@~ / 	wE~ lE kaQ
孔雀　　`Hma j5
蛇　　　ˆHb0:
蛙　　　´Hbi p5
魚　　　´®5
虫　　　`sh@ mb0
蚤　　　	Hãü@ w5
しらみ　`ùhiP
ハエ　　´HbE~ nAP
アブ　　`mb0
蚊　　　`húa Ci
蜘蛛　　`Hdý5 ka ra
蜘蛛の糸　`Hdý5 ka ra k0P p5
アリ　　ˆkõ m5
アリ塚　ˆkõ m5 	tshO
ミツバチ　ˆHbE~ mu
ばった　´tshe tsh5
蝶　　　`Pa ku `pE leP
さそり　	htõ ®5 `ka l5
植物
木　　　`ùh@ phõ
枝　　　ˆje hl

5
苗　　　ˆmb@~ úùhO
根　　　`hkO mb5
葉　　　ˆlu m5
花　　　`xw5 xw5
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芽　　　´mb@~ mb@~ úùhO
柳　　　	húùO m5 phõ
松　　　ˆthO phõ
竹　　　`çO m5
とげ　　ˆtshe: m5
果物　　ˆsh@ thoP
桃　　　`ko po
梨　　　ˆsh@ li
みかん　`úùho wu
柿　　　ˆHdýe: ùhoP
ぶどう　ˆHg0:
胡桃　　`htE Hg5
食料　　`thowP
米　　　ˆú@~ m5
種　　　`sh8
稲　　　`hts@ w5
玄米　　`ùho: hpu
小麦　　ˆne mb0:
カラスムギ　ˆji: hpu
とうもろこし　	kh5 dzeP
野菜　　ˆjoP m5
大根　　ˆlE buP
唐辛子　´l5 ts@
にんにく　`HgoP p5
ジャガイモ　´jA j0
食用種子　`htCi kwe
きゅうり　ˆPa h8:
豆　　　ˆhse: m5
大豆　　	Ngo hse: m5
蚕豆　　`hse˜ lowP
えんどう　ˆd5 d0P
草　　　`hts@ w5
きのこ　´ùhu mu
ひまわり　´®i m5 `xw5 xw5
食物
ごはん　´se˜
粥　　　ˆthOP p5
蒸しパン　´khw5 / ´moP moP
乾物　　´khw5
朝食　　´ùo: ze˜
昼食　　´ndzA:
夕食　　`mb0P se˜
肉　　　	ùhe mEP
油　　　`HdowP / ´mE: kh0P
脂肪油　´HdoP buP / `phAP HdoP
バター　´mE:
ツァンパ23　	hts5 mb5
牛肉　　	HlO H®5
ソーセージ　	Hdý0 m5
塩　　　	tsh5
砂糖　　	Hb@~
氷砂糖　´Hdo w5 	Hb@~
酢　　　`tshu
花椒　　	Hje Hm5
卵　　　´Hgõ w5
スープ　´ts0 m5
酒　　　´Pa ,aQP
湯　　　	tsho úùh0
茶　　　´úùa
タバコ　`jE
薬　　　	m

E
ぶたの餌　	phAP htu
馬の餌　	htE HnE:
酒かす　	htE: mu
23 大麦やとうもろこしなどの穀物を炒って粉末にしたものの総称である。
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衣料装飾
糸　　　	hk0P p5
布　　　	Hle˜ mb5
絹製品　	Hgu úùhE:
衣服　　´ji htCe
チュバ24　	úùhu b5
襟　　　	hpo hùe˜
袖　　　ˆj5 kh@~
ボタン　	Hgu˜
ズボン　	mbE~
スカート　	ùe m5
スカーフ　´l5 hs@
帽子　　´ù@ w5
ベルト　	hk@ ,aQP
靴下　　´za ku
靴　　　	hl

W
シャツ　´ji htCe
櫛　　　´shu mu
宝石　　`Pa ùi:
イヤリング　´HnE khOP
指輪　　´ndzWP ùiP
ブレスレット　´lAP ®O
住居
毛布　　`Hde
枕　　　	NgoNe˜
布団　　´shoP Hde˜
家　　　	tCh W
屋根　　	tCh W ht@
土台　　`shE tsheP
キッチン　´se˜ Hzu sh5
階層建築　´tsho:
階上　　ˆtsho: ht@
階下　　´tsho: üWP
倉庫　　´pO
牛小屋　´kO üWP
ぶた小屋　	phAP ´kO üWP
鳥小屋　´C5 ´kO üWP / ´Ci j5
壁　　　´tCO
丸太　　´ùh@
板　　　ˆhpW lWP
柱　　　	Hb0 k5 / 	Hb0 q5
門　　　	Hgu
閂　　　´Hgu thW
玄関　　´Hdýe Hgu
窓　　　´Hgu úùhO
階段　　	htCi:
梁　　　´Hd0 k5
テント　`joP
竹垣　　	kh@~
トイレ　ˆtshe so
生活用具
もの　　	Ce p5 / 	Ce˜ p5
ベッド　`Pa úo
箱　　　	ht5 zõ / 	Hdje: bõ
鏡　　　`úùh0 ùh@:
箒　　　	ChAP m5
薪　　　´ùh@
炭　　　´shv
"
tAP
火箸　　´m@ tWP
24 チベットの民族衣装で，長い袖が特徴的である。
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マッチ　ˆjA xo
松明　　´®i úùhO
線香　　	hsO
ごみ　　	Hd0P
鉄なべ　ˆbA bu
蒸し器　`hpO: Hzu
ふた　　´kh5 lWP
ナイフ　´k@~
柄杓　　	Hze wu
しゃもじ　´laQ ze
木製椀　	khwAP
ボウル　	khwAP
皿　　　`Hde:
箸　　　´ùO
瓶　　　´kW l0P
ポット　	Põ poP
壷　　　´úùa xu
茶漉し　ˆúùE tshAP
水がめ　	úùh0 w5
バケツ　´t5 t5
木製盆　ˆphe˜ ts@
背負いかご　`tshe kh5
三脚　　	htCAP dýi
吊りベルト　´thAP l0
秤　　　´Hdýi:
斗　　　´mbu tWP
お金　　	H®0:
針　　　`khWP / `qhWP
釘　　　	htCA ndze
はさみ　`htso hte:
はしご　`htCe:
傘　　　´jA sA / 	sA
鎖　　　`khOP
鍵　　　`khOP 	Chi sh5
棒　　　´ùõ úùaQ
鞍　　　ˆHg5
馬籠頭　ˆnthe: thA
馬嚼子　ˆkhE mbOP
馬槽　　`htE: w5
鞭　　　	ht5 `çAP sh5
その他道具
道具　　	Ci p5
斧　　　ˆHdýe: ht5
鋸　　　ˆsh5 Hde
墨斗　　´mo nAP ˆHdý0: sh5
鍬　　　`thõ mb5
備中鍬　`Pa khE~j
鋤　　　`ïãüv
"
:
かつぎ棒　`úùh0 mbOP sh5
縄　　　ˆthAP l0
鎌　　　´su w5
水槽　　	úùh0 w5
ふるい　´pej tshAP
碾き臼　ˆxej nthAP
織機　　´HdO: úùh0
銃　　　ˆlAP úùh0
弾　　　`nd0:
弓　　　ˆw5 Hü0
矢　　　`nd5
わな　　´k0P p5
毒　　　´tOP
磨き粉　ˆlA: hkv
"
:
贈り物　ˆph W mbu
ノート　´ji Hdýi
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文化教育
文字　　ˆji mb0:
絵　　　´thu xw5
本　　　	ùu
話　　　	kh5 / `kh5 mbeP
チベット語　ˆp8: htCiP
チベット文語　´p8: jiP
名前　　´®O
物語　　`Hn5 ht W
笑い話　`Hg5: `lu:
歌　　　	úùhA ko
踊り　　	ïúùhO ïúùhO ´be
太鼓　　`HN5
神仏　　`hl

5
女神　　	hl

5: ´pu mu
鬼　　　´ïã@:
女鬼　　´ïã@: mu
来世　　ˆ®i He~P
ラマ　　´pe ndi
尼　　　´Pa ãOP
還俗僧　ˆpe hse:
焼香　　`hp0:
墓　　　ˆt0:
カタ25　　ˆkh5 tAP
抽象物
苦しみ　´m5 tC0:
間違い　´nv
"
:
区別　　´m5 ïã5
感謝　　´je tO:
影　　　`ju ju
色　　　`tsh8
夢　　　	H®@ l W
考え　　´úe˜ 	Hde˜ w5
力　　　`ùhOP
裸足　　`hkO Hãü@
歩行　　`hkO thWP
位置方角
南　　　`úùh0 Ngu
北　　　`úùh0 ïãüOP
中間　　`hts@ htCi
そば　　´Hdz@ Hdz@
左　　　´w5 t5
右　　　	Hji: t5
前　　　	Ne˜ nO
後　　　	kO t W
外側　　´Hgo tsh W
内側　　´nO hkO
頂上　　	ht@
上側　　`htow hte:
下側　　´ùu H5
以上　　`hse: ´je:
以下　　`hse: ´ù8P
25 祝福の意を表すスカーフの一種である。
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時間
時間　　ˆtW tsh8P
今日　　ˆtãQ HE~
昨日　　´khE ts@ m5
おととい　	tChe ®ı˜ m5
さきおととい　	Hü5 ®ı˜ m5
明日　　ˆnO mb8:
あさって　ˆnO Hmu
しあさって　`Hüi: Hmu
今晩　　ˆt@ nWP
明日の晩　ˆshO nWP
昨日の晩　ˆnO sh W
昼間　　ˆ®0 mbE:
朝　　　ˆùoP le:
正午　　´ndzA: n@
夕方　　´lE ndoP
夜　　　ˆn8: m8P
夜中　　ˆn W ChiP
真夜中　ˆn W ChiP
ね年　　ˆCu w5
うし年　	HlO
とら年　	htAP
う年　　ˆj0:
たつ年　´mb@~P
み年　　`Hb0:
うま年　`ht5
ひつじ年　´lOP
さる年　`hpv
"
:
とり年　´C5
いぬ年　`tsh@
ぶた年　`phAP
１日　　	tsh@ `húùi:
２日　　	tsh@ `m@
月　　　`Hl5
午前　　ˆùoP le:
午後　　´lE ndoP
１月　　´lu hsE:
２月　　	Ne˜ ®dýiP
誕生日　	htsi ji `w5 lu
年　　　´lu
年齢　　´lu
最近　　	ïãi ˆùh5 mu
今年　　ˆt8: úù0P
おとどし　ˆnE n@
来年　　ˆshO ph8P
再来年　`Hü@ ph8P
以前　　`NE no
昔　　　	Hn5 `N5 mu
今　　　´t5:
未来　　´nO mbe: `nO Hmu
夏　　　`HjE: kh5
冬　　　`Hg0: shõ
新年　　´lu hsE:
日食　　´®i m5 ´n5
月食　　	HlE 	hkE: mu ´n5
数字
一　　　`húùi:
二　　　`m@
三　　　	hsõ
四　　　´Hü@
五　　　`HN5
六　　　	úOP
七　　　`Hd@
八　　　´HdýiP
九　　　`Hg0
十　　　`húù0
十一　　	úùõ húùi:
十二　　	úùõ m@
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十三　　	úùo hsõ
十四　　	úù0: Hü@
十五　　`úùõ HN5
十六　　`úù0P ãOP
十七　　`úùo: Hd@
十八　　`úùo: HdýiP
十九　　`úùo: Hg0
二十　　ˆ®i ù0
二十一　´®i ù0 `hts5 húùi:
二十八　´®i ù0 	hts5 HdýiP
三十　　`hsu˜ húù0
三十二　	hsu˜ húù0 `hts5 m@
三十八　	hsu˜ húù0 	hts5 HdýiP
四十　　ˆHü@ húù0
四十三　´Hü@ húù0 `hts5 hsõ
五十　　`HNW húù0
五十四　	HNW húù0 	hts5 Hü@
六十　　´úO: úù0
六十五　´úO: úù0 `hts5 HN5
七十　　`Hd@ húù0
七十六　	Hd@ húù0 	hts5 ãOP
八十　　`Hdýe: húù0
八十七　	Hdýe: húù0 `hts5 Hd@
九十　　	Hg0: húù0
九十八　	Hg0: húù0 	hts5 HdýiP
九十九　	Hg0: húù0 `hts5 Hg0
百　　　´Hdý5
百一　　ˆHdý5 n@ `húùi:
百八　　ˆHdý5 n@ ´HdýiP
八百八十　´Hdýi: Hdý5 `Hdýe: húù0
千　　　	htõ úùha
万　　　	úh@ úùha
十万　　	úh@ úùha `húù0
百万　　	úh@ úùha ´Hdý5
千万　　	htõ úùha ´Hdý5
半分　　`ChiP
数量詞
１人　　´®i b@ 	húùi:
１碗　　	khwAP 	d˝oP húùi:
１ページ　	ùu 	hl

WP m5 `húùi:
１本の草　	hts@ w5 	hpO `húùi:
１粒の米　´ú@ m5 ´mbE~ w5 `húùi:
１つかみの野菜　´jOP m5 ´úùh5 HdoP ´kO
２つかみの米　´ú@ m5 	hpE: mu ´tu
１桶の水　	úùh0 ´t5 t5 ´kO
１碗のごはん　´se˜ 	khwAP ´kO
１つかみの土　ˆù@ ts@ ´mb@ `húùi:
１時間　ˆtW tsh8P `húùi:
１輪の花　	xw5 xw5 	HdoP `húùi:
１文　　	kh5 tsh@ ´mb@ `húùi:
１そろいの靴　	hl

W 	úùh5 `húùi:
１対のウサギ　`hpO HjAP 	úùh5 `húùi:
１群れの羊　´lOP xw5 	húùi:
１区画の道路　´l W htO ´kO
１日の旅程　´®i m5 	húùi: ´l W
片方の靴　	hl

W ´khE~ `húùi:
１口の食事　´se˜ ´se thuP `húùi:
１かご　	tshe kh5 ´kO
１セット　	hpO 	ndoP `húùi:
１袋　　´Hdýi: ´kO
１列の家　	tCh W ´HdO húùi:
１滴の油　`HdowP 	thiP thOP `húùi:
２階　　	tCh W ˆntsh@ Ngo
１つの部屋　	tCh W úùw5 `húùi:
１包み　	p5w `húùi:
１瓶の酒　´Pa ,aQP ´kW: lu ´kO
１斤　　´Hdýi: ´kO
２両　　	hsA ´tu
２銭　　ˆùu m@
１斗　　´t5 hp0: ´kO
１元　　´húù@: `húùi:
１角　　	htõ `húùi:
１日　　´®i `húùi:
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１夜　　´ùAP `húùi:
１か月　	Hl5 `húùi:
１年　　´lu `húùi:
１歳　　´lu `húùi:
一生　　´®i tsh@ `húùi:
１歩　　	hkO thWP ´kO
１度　　´thO w5 `húùi:
１声あげる　	hk0: ´thO w5 	ùh@P htW:
１回打つ　	húùiP ˆHdO t@
１噛みする　	kh5 ´kO ˆnde:
いくらか　	ùhi hke: `húùi:
いくつか　	ndoP `m@ hsõ
毎日　　	húùiP ´ãü@ ãü@
それぞれ　	hkO ´jı˜ mb8:
１倍　　	Chi: ´mu
毎晩　　´ùAP 	HdiP ke
代名詞
私　　　´N5
私たち２人　´Pa ïã@ sõ
私たち　´Pa ïã@ m@
あなた　`tCh0P
あなたたち２人　`tCh5 m@
あなたたち　`tCh5 sõ
彼（彼女）　	khu
彼ら２人　	khu úùh5 m@
彼ら　　	khu úùh5 sõ
我々　　´Pa k@ sõ
我々２人　´Pa k@ `m@
皆　　　`ke ,0:
自分　　ˆHA~ kh@~
他の人　ˆNO:
これ　　	no
ここ　　`no k5
この辺　`no k5 	tsh@
この２つ　	no m@ 	N5
このような　´htso xW 	no
あれ（近）　`no tsh@
あれら　´to m5 xw5
誰　　　´kO
何　　　ˆkE ndzo
どこ　　´kA:
いつ　　´k@ nd0: `zeP
どのように　ˆkE ndzo
どれくらい　ˆkE ndze
いくつ　	HdoP ˆkE ndze
一切　　	ke ,0:
今回　　	no ´m5 n@
いつか　	mphe~ mphe~ ne:
形容詞
大きい　ˆPa dýı˜
小さい　ˆúùhO úùhO
太い　　`Hbo kh5
細い　　ˆphaQ ®a
高い　　`nthu nthu
低い　　`Hm5 Hm5
凸の　　`nthu nthu
凹の　　`Hm5 Hm5
長い　　ˆHe˜~ tCo:
短い　　ˆthO thO
遠い　　ˆHdýO H~e˜~
近い　　ˆHdz@ Hdz@
中間の　	hts@ htCi
幅広い　`Hdý5 ˆPa dýı˜
狭い　　ˆm5 úùh@ / ´tõ ndoP
厚い　　`nthOP Ch5
薄い　　`hsWP Ch5
深い　　´nW: n@ w5
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浅い　　`hsWP Ch5
満ちた　´kO
空の　　`htõ mb5
多い　　`tCho mphE:
少ない　	ChiP ke: tC0:
丸い　　`Hgv
"
Hgv
"
:
平たい　ˆlWP lWP
おもての　 `Ne˜ nO
うらの　`HgO ht@
命中した　´HdýW: HdýW w5 `phuP
歪んだ　´HdýoP tCu wo
横の　　ˆmphe~P mphe~P
縦の　　ˆúO mbu
まっすぐな　`htsõ htsõ
曲がった　´tCuP tCu wo
曲がりくねった　´ke keP ˆko ko
黒い　　ˆnAP to
白い　　`hkE xw5
赤い　　ˆmE tsh5
黄色い　ˆshe kh5
緑の　　 `N8 j0
灰色の　`hkE xo
明るい　`hsW:
暗い　　ˆnAP xo
重い　　ˆHãü@ kh5
軽い　　ˆjO Ch5
速い　　`ùhe: be
ゆっくりの　´Pa ze 	ze
早い　　`ùhe:
太った　`H®o HzO
肥えた　`H®o HzO
やせた　`ùOw wu
乾いた　`hk W to
湿った　`ùe hp5
硬い　　`hke˜ to
軟らかい　`ç8 nd0:
粘つく　ˆtAP tAP / `hts@ tAP
きつい　`hse to
正しい　ˆúùha húùi:
誤った　ˆno:
真の　　ˆHýi w5
にせの　´Hdz W te
生の　　`Hdýı˜ wu / ´HdeP
新しい　`hsE hp5
古い　　`H®@ mb5
よい　　ˆHe~P
悪い　　	sh@ úùh@~
弱い　　ˆm5 He~P
安い　　´kW: ´®i HdAP wo
年老いた　ˆHdýe˜ Ngo
若い　　ˆHüe˜ üu:
美しい　ˆmb@ wu
醜い　　ˆm5 mb@
熱い　　`tshE hl

5
寒い　　ˆk@~ hs W
難しい　ˆHdOP
簡単な　ˆHe~P
芳しい　ˆù W
くさい　ˆùu˜ n8:
酸っぱい　`htC0 hp5
甘い　　`H®i ht@
にがい　ˆkh@ Ch5 / ˆqh@ Ch5
塩辛い　	tsh5 kh5 / ˆ®i hsu:
暇な　　`khõ
忙しい　ˆm5 khõ
裕福な　ˆChOP pu
貧しい　ˆwW thoP
清潔な　`htsO m5
汚い　　ˆm5 htsO
生きている　´Hde: HdeP w5
新鮮な　`hsE hp5
死んだ　	ùh@ wu d5 `thoP
明確な　`ùhi:
おいしい　´ù W
聞きよい　ˆ®i: úùhuP
見よい　ˆmb@ mb@ wo
つらい　´HdOP HdOP / ´HdOP
賢い　　`Hdý0P Ch5
愚かな　`HdoP pi:
かわいそうな　`ç@ Hãüi
うれしい　´Hg5
幸せな　`htC@P pu
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平和な　	htC@P pu `ji: n

O
悲しい　`ç@ Hãüi
嫌な　　ˆHzW:
動詞
愛する　´Hg5
好きだ　´Hg5
淹れる　	Hbv
"壊して開ける　	ph8: / `ph8: Hgu
助ける　´Ho: HuP ´be
背負う　´Hb5
編む（髪を）　`hl

5
編む（かごを）　`H,A:
病気である　´n5
繕う　　`tshAP
拭く　　´je hú@:
隠す　　´Hb5
破壊する　`hùiP
水を加えて混ぜる　ˆmi htoP
混ぜる　ˆje hs@:
弁償する　ˆje hte:
歌う　　`ndz@:
炒める　 `Nõ
口げんかをする　´mbAP mbAP ´be
量る　　ˆje htCAP
傘を開く　	sA ˆje ùh@
食べる　´s5
撒き散らす　ˆHdýOP
タバコを吸う　`nthõ
鞭打つ　`HdO
出る　　`shõ
日が昇る　´®i m5 `ùhE:
出てくる　´Ngu tsh@ `ù@ Hõ
掘り起こす　´le m5 	HliP
着る　　´tC0
履く　　ˆje tC0
穴に通す　ˆ®i úùhoP
ぶつ　　`HdO
狩をする　	ùh5 `ç5
撃つ　　´lAP úùh0 `HdýWP
当てる　`mphowP
殴り合いのけんかをする　	HdO HdO ´be
分ける　´je mb8: `poP
引いてくる　`htv
"
:
薪拾いをする　`nth0
居眠りする　`H®0P ´HW
開ける　ˆje Chi
雷が鳴る　ˆmb@~P HluP ˆHd5
持ち歩く　	tCho:
戦争に行く　´HdýWP HdýWP ´be
くしゃみする　`Pa tCh0 ´HdeP
世話をする　`Nkh@~P
導く　　`Nkh@~P
かぶる（帽子を）　´tC0
かぶる（布を）　´k@~
身につける　	nthowP
生まれる　´Hde: j0
着く　　ˆp8:
得る　　`xhe˜
待つ　　ˆHdOP de
うなずく　	Ngu `HjOP
点火する　	®i `hs@:
燃える　	mbE:
灯す　　`htCAP
落ちる　ˆp8: Hõ
吊るす　`ht@ ´HdW: H5
釣る　　	htso
なくす　`Hje ndzW: w@ `thuP
理解する　`ùhi:
読む　　`ndW:
折れる　`úùhw5 bo
身震いする　	ndeP ndeP ´be
熱がある　´tsh5 htCi
翻す　　	khE luP 	HdýWP
放牧する　`ntshu
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飛ぶ　　`Hd@
分かち合う　ˆHgu
分家する　`tCh W ˆHgu
狂う　　`h8
縫う　　ˆje tshAP
腐る　　´HO:
かぶせる　`hto hkW:
乾く　　`hk W to
働く　　ˆle˜ HaQ:
風邪を引く　	Hze: ´n5
切り分ける　`H®5
切断する　ˆje H®5
切ってしまう　	H®5 htowP
刈る　　`H®5
与える　`hte:
ついて行く　ˆHge: the `tsh@ Hõ
いっぱいである　`úùhowP
風が吹く　	HlO
関心を持つ　`ç@ Hãüi `ht5
囲い込む　´je kw5
跪く　　`htsOP
転がる　	HdA: HdA:
年越しする　ˆlu hsE:
渡る　　`Ngu
経る　　`Ngu
恥ずかしがる　`NkhW:
怖がる　`hkaQ:
呼ぶ　　`k0P ht8P
叫ぶ　　`k0P ht8P
飲む　　`nthO
うらむ　`ndz@:
火であぶる　`Hg0P / `HãiP
なだめる　ˆHdzoP HdýiP
悔いる　´ne: ˆm5 úùh5
身ごもる　`úùhe:
換える　ˆHãüi
振る　　`Hju˜ Hju˜
帰る　　`tsh@ Hõ
答える　´s@:
混ぜる　ˆje hs@:
搾る　　	Hüu
覚えている　	ht5 htso ´be
預ける　	hto ´H5
送る　　`htC0: ´HW
うらやむ　`ndz@:
選び出す　`th0P
減らす　`ïúh0
はさみで切る　´je hpaQ:
語る　　´HdýA
交換する　´Hãü@ Hãü@ ´be
交わる　´HuP pu ´be
水を引く　	úùh0 `htowP
教える　`hl

WP
鶏が鳴く　´C5 ˆsE:
猫が鳴く　´Ci l5 	húi:
ロバが鳴く　´úO: j0: 	htCiP ´ùu
馬が鳴く　	ht5 	htCiP ´ùu
牛が鳴く　	HlO 	htCiP ´ùu
犬がほえる　	tsh@ 	htCiP ´ùu
ぶたが鳴く　	phAP 	htCiP ´ùu
羊が鳴く　	lOP 	htCiP ´ùu
トラがほえる　	htAP 	htCiP ´ùu
狼がほえる　	hCO kh0 	htCiP ´ùu
呼ばれる　`k0P ht8P
実がなる　	sh@ ku 	sh@ l0 `htAP
結氷する　	hsõ `kh0:
結婚する　`ht8: kh5 	húùi: ´be
ほどく　´je htoP ´Hgo
お金を借りる　`hts@
ものを借りる　`HjE:
浸す　　`htOP HbO w5
入る　　´je Ngu
過ぎる　ˆNgu ®O
びっくりさせる　`tshoP
救う　　	htoP ´Hde: j5
挙げる　ˆje htCAP
のこぎりで切る　ˆpaQ:
沸く　　`®tCh0
開く　　	xw5
運転する　	khaQ
始める　	Ngu hpA:
開墾する　´ù@ `hko
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切り倒す　`H®5
切る　　`H®5
見る　　ˆïãü8P
見える　	nthõ
医者に見せる　´n5 ´HdA w5 ˆïãü8P
かつぐ　ˆmbo:
暖める　`NgOP
頼る　　ˆntho:
ぬかずく　´Pa s@ 	®ı˜ ´be
咳をする　`hsW:
渇く　　`hko:
刻む　　`hpe:
泣く　　ˆ®0
眠たい　`HdO `H®8:
引く　　	ndz@: le `Pa ïã5
排泄する　	htCi kw5 `htõ
漏れる　´pWP tChe Hõ
来る　　ˆp@ Hõ
引っ張りあげる　ˆje hko
年をとる　ˆdze Ngo
疲れる　ˆH®A:
乾かす　ˆje ChO
とっておく　`HaQ:
耳が聞こえない　`HnE hke˜
抱きしめる　	htoP `pO w5
漏らす　´sAP
叱る　　ˆmb5
埋める　ˆHb5:
買う　　ˆ®0:
売る　　`htsõ
満ちる　´kO
ない　　ˆ®i n

O / ´m5 dýu n

O
燃え尽きる　ˆje ùh@ / ˆje hseP
触れる　´®OP / ´®OP ®OP
研ぐ　　	HdE:
つかむ　ˆle˜
持っておく　´le˜ ˆlAP ïãü0:
嘔吐する　ˆje htCOP
這う　　´ndzAP
山に登る　ˆH@~ He˜~ ´ndzAP
木に登る　`ùh@ phõ ´ndzAP
叩いて音を出す　`HdO
走る　　ˆHdýOP
茶を入れる　´úùa `hpõ
賠償する　ˆje tshWP
衝突する　	HdO HdO ´be
木を切る　	ùh@ `hùAP
ほとばしる　`htWP
破れる　	úùheP úùheP
裂けて壊れる　	phA:
壊れる　	úùhAP
敷く　　`ht@
手荒く扱う　ˆNga çı˜
だます　ˆntsh@ mbe:
レンガで造る　`hts@P
乗る　　ˆù8
起きる　ˆje lO
牽引する　`htW:
負う　　`hts@
略奪する　`hk0
叩く　　`tCh0
振り上げる　ˆje htCAP
詮索する　ˆje phA:
切り刻む　`H®5
取る　　`kh@~
娶る　　`kh@~
行く　　`Ngu
回復する　ˆje H~e~P
道を譲る　´m@ H5 `hs@ Ngu
温める　`tsh5
知り合う　`ùhi:
投げる　ˆHdýWP
もむ　　`Hdz@
撒く　　`htv
"
:
小便する　`hù@: `htõ
播種する　	sh8 `htWP
掃く　　`ChAP
殺す　　`hseP
ふるいにかける　`htsAP
射る　　`HdýWP
伸ばす　`htCõ
成長する　ˆje úùhi
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さびる　	hs5 ˆje hs5
（人が子を）産む　´HdeP
腹を立てる　	tsheP p5 ´s5
残される　ˆHW:
である　`ýi:
収穫する　`HN5
受け取る　`HaQ:
髪をとく　	ùhuP
負ける　´ùhe˜
熟れる　	m

@:
転落する　´pW: tChe Hõ
投げつける　`HjOP
眠る　　`HnEP
寝つく　`H®@:
話す　　´s@:
裂く　　	húW:
死ぬ　　	ùh@
計算する　`hts@
粉砕する　ˆtsh5 htsW:
傷つける　	phe:
錠をする　´Hgu khOP `htC0:
崩壊する　ˆme hp8P
持ち上げる　ˆje htCAP
横になる　`htoP HnEP
やけどする　`hsAP
逃げる　ˆpv
"
: Ngu
物乞いする　`hl

O
頭痛がする　	Ngu ´n5
蹴る　　`HduP thv
"
: `HdýAP
剃る　　`Hüo:
曇りである　	Hn W `mOP
晴れる　	Hn W `HzO
夜が明ける　	Hn W `hsW:
暗くなる　`tsh@ tsh@
なめる　ˆHdýA:
担ぐ　　ˆmbo:
踊る　　`ïúùhõ ïúùhõ
跳ねる　`mphAP
貼る　　`ht5
聞く　　ˆ®e˜
盗む　　`hk0
吐く　　`hto:
押す　　`htv
"
:
退く　　`HgwA ht@ `Ngu
飲みこむ　ˆme H®@P
掘る　　`hku
曲がる　´kOP
曲げる　´tCuP tCuP
終わる　ˆ®e: p@ th0
遊ぶ　　´tshe l5 ´beP
忘れる　´je Hãüe:
餌をやる　`Hl0P
におう　`n

W
尋ねる　´ú@
握る　　´lAP p5 `Ng5
洗う　　	Nkh0
好む　　´Hg5
目が見えない　	H®iP ˆke:
下りる　´me pWP
（動物が子を）産む　`Nkh@~:
卵を産む　´Hgõ w5 ˆHgõ
雨が降る　´úùhA: ´pWP
捧げる　`hte: / `hte: ´Ngu
信じる　ˆúe˜
思う　　´úe˜ tChe Hõ
笑う　　ˆHg5:
書く　　´p@~
休む　　´®i hsu
学ぶ　　`hl

WP
探す　　ˆje htsW:
押さえる　	htoP 	húù@ j5 / 	húùe:
かゆい　´tshe tsh5 `htW:
育てる　`hsu
揺れる　	HjOP HjOP ´be
揺する　`HjOP
噛む　　ˆïãe:
必要である　ˆnd8:
秘密にする　´hsW zW ´meP / ´m5 z@:
勝つ　　ˆúaQ:
抱擁する　`tsh@ hpõ
泳ぐ　　`úùh0 HüOP
持っている　ˆH8:
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いる/ある　ˆH8:
出会う　`nthõ
めまいがする　ˆjv
"
: Nkho:
栽培する　`htsOP
いる　　`hl

A
瞬きする　`HdWP
抽出する　	úùheP
摘む　　`htoP
立つ　　	htoP ´lO
引っ張って開く　ˆje HdO
かさが増す　ˆmbW~P
腹が張る　	hto w5 `Hdýe:
火をつける　	®i `mbeP
寒気がする　´k@~ hs W
探し出す　ˆje çe˜
蒸す　　`hpoP
知っている　	ùhi:
指す　　ˆndzWP htCO
種をまく　`htsoP
腫れる　ˆHboP
煮る　　`htsu
ひっつかむ　`HzO
振り返る　`pe Nkho:
追いかける　`ç5
捉える　`HzO
行く　　`Ngu
座る　　ˆHdoP
する　　´beP / ´be
夢を見る　	H®@ l W `Hm@
商売する　`se˜ ji ´be
連れる　´Hu: pu ´be
その他の品詞類
たった今　´t5
そして　´nO
とても　´Pa ze 	úù@
今すぐ　`ùheP
一緒に　´kh5 ùhi
～もまた　ˆHõ l5
もっとも　ˆke: HW
最後に　ˆke nthi:
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